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教育委員会、鹿島ケーブルテレビ（ネット鹿島）

2025



1

　昨年佐賀で開催された「日本のうたごえ祭典 in 佐賀」の合唱組曲「筑

後川」に参加したことが縁となり実行委員長を引き受けることになりま

した。大学時代に合唱団に所属し半世紀、美しいハーモニーに喜びを感

じながら過ごしてきました。

　折しも、戦後 80 年を迎え戦争の悲惨さが語られていますが、若い人たちはそれをどう受け

止めているのでしょうか。私も戦争を知らない世代ですが、かつて新宿西口広場で自然発生的

に生まれたベトナム戦争に反対するフォークソング集団の中にいたこともあります。

　うたごえ運動は歌や民俗芸能を通じて平和を訴える活動として今日まで継続されてきまし

た。そのことをうたごえ新聞や昨年の祭典で知りました。「佐賀のうたごえ祭典」元実行委員

長の故大草秀幸さんが「うたごえはみんなのこころを一つにする」武器や力で対立することな

く、音楽や文化、スポーツ交流で平和を引き寄せましょうと提唱されていますが、まさにその

通りだと思います。

　この度、鹿島の地に集い祭典を開催できることに感謝し、有意義な大会にしたいと実行委員

の皆さんと共に準備を進めてきました。みんなで大いに楽しみながら「いのちの輝き・地域の

宝をつなぐ」祭典を成功させましょう。

中村 雄一郎 佐賀のうたごえ祭典 in 鹿島　実行委員長

Greetings ごあいさつ



　佐賀のうたごえ祭典ｉｎ鹿島の開催おめでとうございます。 

　昨年、うたごえ人口としては決して多くない佐賀の地で、佐賀アリーナをメイン会

場に佐賀と全九州、そして全国が一丸となって日本のうたごえ祭典を大成功させたこ

とは、今なお私たちの記憶に新しいところです。佐賀祭典の成功が、今秋神戸で開か

れる日うた祭典を準備してきた私たち兵庫のうたごえにも大きな励みとエネルギーを与

えてくれたことは言うまでもありません。 

　このたび、県の佐賀祭典が初めて鹿島で開催されることは、何といってもうたごえの本分として初志貫徹

された大普及活動の成果の賜物であり、それが「地域祭典」という見える形で具現化される貴重な取り組み

です。 

　自公政権は、GDP2% の大軍拡路線に固執し、２０２７年度には軍事費を１１兆円規模にする計画で、その

財源をまかなうために社会保障と教育予算を削ろうと目論んでいます。 

　一方、大衆の不安を煽り、不満のエネルギーの受け皿となる手口で若い世代に取り入り、歴史そのものを

歪曲し、核武装を視野に入れるなどの傍若無人な政策を取り続ける政党が議席を伸ばしたことに、私たち国

民は警戒の目を絶対に緩めてはなりません。 

　うたごえは憲法９条、１３条（幸福追求権）、２１条（表現の自由）、２５条（生存権）の理念や精神を歌

を通して実践している「歌う日本国憲法請負人」です。 改憲勢力が増し、一層予断を許さない情勢を迎えた

今日。“憲法のこころ”を歌いかわして開かれる佐賀のうたごえ祭典は、多くの専門家はじめ地元の民族芸

能の皆さん方が連帯して多彩な煌めきを放つ至高の舞台を創り上げるとともに、私たちに希望と歌の力をさ

らに強く信じさせてくれる場となるに違いありません。 

　平和への願い、生きる力への想いを伝え広げていく佐賀のうたごえのますますの発展と今祭典のご成功を

心からお祈りし、メッセージといたします。 

田中 嘉治 日本のうたごえ全国協議会会長

　2025 年、「佐賀のうたごえ祭典 in 鹿島」の開催にあたりご挨拶申し上げます。

　「被爆 80 年うたごえに平和の願いをこめて～つなごう！いのちの輝き・地域の宝～」

をテーマとし、9 月 20 日、本日開催いたします。 県内各地からお集まりいただいた皆

様方。そして、会場にお運びくださった皆様に、心から感謝いたします。

　被爆者による草の根運動である日本被団協が、核兵器のない世界の実現に向けた努力、

特に核兵器は使ってはならない理由を、自らの体験談を語ることによって立証してきた功績により、2024

年のノーベル平和賞を受賞しました。このニュースの反響は、世界に広がり、平和と核兵器のない世界に向

けた運動に勇気を与え、希望の光になっています。受賞後、日本中いろいろなところで被曝の実相を語らせ

ていただいています。佐賀県におきましても、県の母親大会や、この鹿島市にも訪れ、私の話を熱心に聞い

ていただきました。 

　戦後、日本中で脈々と受け継がれているという「うたごえ祭典」がこの鹿島の地におきましても、平和を

願う多くの人々の参加と賛同で豊かな音楽的交流の場になることと思います。

　皆様のお力添えのもとで「合唱発表会」と「音楽会」が成功しますよう心から願ってご挨拶といたします。

田中 重光 日本原水爆被害者団体協議会　代表委員
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　皆様、本日は「佐賀うたごえの祭典 in 鹿島」にお越しくださり、開催地を代表して
心より歓迎申し上げます。
　うたごえ運動は、市民が歌を通して心を結び、平和と連帯を育む草の根の取り組み
です。本祭典はその精神を広く共有し、世代や地域を越えて歌い継ぐ大切な場として
親しまれてきました。声を合わせることで生まれる一体感は、人と人を結び、心を温か

くする力を持ち、まさに平和と希望の象徴といえるでしょう。
　さて、会場となる鹿島市民文化ホール SAKURAS は、令和５年度に開館いたしました。「まちの晴れ舞台」
をテーマに、優れた音響と充実した舞台設備を備え、市民が気軽に演奏や合唱、芸術を発信できる拠点とし
て利用されており、本日この舞台で皆様の歌声が響くことを、何より嬉しく思います。館内では「戦後八十
年～復興する鹿島～」の展示も開催しており、先人の歩みと地域の再生力を改めて感じていただけます。
　秋は文化芸術に親しむ好季節です。鹿島には、勇壮な伝承芸能「面浮立」や、酒蔵ツーリズムに象徴され
る酒造り文化、そして蔵人が唄い継いだ酒造り唄など、地域の暮らしと心を今に伝える宝があります。どう
ぞ祭典とあわせて、鹿島ならではの文化にも触れていただければ幸いです。
　最後に、本日の祭典を支えてくださった出演者、運営関係者の皆様に感謝を申し上げるとともに、この出
会いが皆様の心に残るものとなり、鹿島の歌声と文化がさらに広がっていくことを願います。皆様のご健勝
とご多幸を祈念し、歓迎の挨拶といたします。

松尾 勝利 鹿島市長

佐賀のうたごえ祭典 in 鹿島開催おめでとうございます。
2024 年日本のうたごえ祭典 in 佐賀を開催し、皆さんのエネルギーと、ひたむきささ
で成功に導いた事は、これからの活動を後押しする大きな原動力となることでしょう。
今年は被爆 80 年、昨年は、草の根の運動と被爆者の皆さんのたゆまぬ努力で被団協が
ノーベル平和賞を受賞しました。私たちも被爆者の皆さんと喜びを分かち合うことがで

きました。
 　世界では、今だに戦争で多数の子ども達が犠牲になっています。

「うたごえは生きる力」「うたごえは平和の力」このスローガンを運動の指針とし、これからも核兵器なくせ
の声をあげ、後世に戦争のない平和な世界を残していきたいと思います。
 　2025 年　九州のうたごえ祭典 in 長崎は 10 年ぶりの開催です。実行委員長を被団協の田中重光さんに
お願いしました。今年は「平和の旅へ」を小中学校で演奏する機会も頂きました。小中高生の皆さんをはじめ、
次世代への継承も少しずつ取り組みはじめました。ご一緒に進めてまいりましょう。
佐賀のうたごえ祭典のご成功を心より祈念し、私の挨拶とさせていただきます。

森川 恵美子 九州のうたごえ連絡協議会議長

　佐賀のうたごえ祭典 in 鹿島開催、心よりお祝い申し上げます。
　昨年開催された日本のうたごえ祭典 in 佐賀は、多くの実行委員の皆様のご尽力によ
り大盛況のうちに幕を閉じ、その熱気と余韻は今も佐賀の各地に息づき、今回の鹿島
での初開催につながったと伺い、喜びもひとしおです。
　私自身、佐賀の皆様との出会いは「悪魔の飽食」佐賀公演に参加した折、団長の大草

秀幸さんの温かな人柄に触れ、後に続く長崎公演につながったことに始まります。
　松田さえ子先生にもお力添えをいただき、被爆 80 年を迎えた今年８月７日原水爆禁止 2025 年世界大会
ナガサキデー集会の「平和の旅へ」演奏にも佐賀の方々がたくさんご参加くださり、世界中の来場者と共に
平和の鐘を鳴らすことができました。
　どれほど AI や SNS が普及しようとも、やはり顔を合わせ、語り合い、歌い合う「人の力」こそが絶大で、
そこには希望と喜びが生まれます。本日ご来場の皆様も、ぜひ共に声を合わせ、うたごえの輪を広げていた
だければと願っております。
　うたごえは日々の暮らしを支え、心をつなぎ、広げ、そして深めていく力を持っています。これからも続
く佐賀のうたごえ運動を長崎から心より応援いたします。

岩永 崇史 県民第九合唱指導者（長崎）
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審査委員 松本 康男　（声楽家　佐賀女子短期大学名誉教授）

堤 龍輔（九州のうたごえ連絡協議会事務局長、日本のうたごえ全国協議会常任委員）

平田 英俊　（児童発達支援センターまんまる　センター長）

「心の中にきらめいて」
作詞 / 田崎 はるか　　作曲 / 橋本 祥路

「いのち」
作詞・作曲 / いわね しげみつ　　編曲 / 小林 康浩

7 鹿島うたごえ合唱団

指揮 / 松田 さえ子　　ピアノ / 野田 章子

ピアノ / 新原 由美子　　ギター / 角野 圭一
三線 / 原口 忠彰　　太鼓 / 宮後 登

「ダイナミック琉球」
作詞 / 平田 大一　　作曲 / イクマ あきら
編曲 / 井戸川 忠臣　　新原 由美子

6 嬉野うたごえサークル

「スタンドアローン」
作詞 / 小山 薫堂　　作曲 / 久石 譲

「大地讃頌」
作詞 / 大木 惇夫　　作曲 / 佐藤 眞

5 女声コーラス さくら

指揮 / 江下葉子　　ピアノ / 野田章子ピアノ 藤野 真澄

「アメイジング・グレイス」
作詞 /John Newton　　作曲 /Early American melody

「歌いつづけよう主の愛を」
作詞 / 奥山 正夫 　作曲 /J.Witt

1 嬉野キリスト教会

ピアノ / 新原 由美子

2 うたごえサークル「おたふく」

「5 番街のマリーへ」
作詞 / 阿久 悠　　作曲 / 都倉 俊一
編曲 / 新原 由美子

「あなたが夜明けをつげるこどもたち」
作詞 / 笠木 透　　作曲 / 細木 登
編曲 / 新原 由美子

ピアノ / 野田 章子

「野ばら」
作詞 / ゲーテ　　訳詞 / 近藤 朔風
作曲 /Heinrich Werner

「心の瞳」
作詞 / 荒木 とよひさ　　作曲 / 三木 たかし
編曲 / 山室 紘一

3 かしまし娘

作詞・作曲 / 井上陽水
「少年時代」

「むぎわらぎく」
作詞 / スンガエフスキー　　作曲 /Ａ・ズエフ

ピアノ / 萩原 ひろこ

4 女声コーラス パッソアパッソ

Program合唱発表会



行成面浮立（鹿島市行成）

民謡平成会

指揮 / 江下 葉子　　ピアノ / 野田 章子　　独唱 / 中村 雄一郎
合唱 / 佐賀のうたごえ合同合唱団

佐賀のうたごえ合同演奏

「ふるさとは今もかわらず」
作詞・作曲 / 新沼 謙治

指揮 / 江下 葉子　　ピアノ / 野田 章子
合唱 / 佐賀のうたごえ合同合唱団

佐賀のうたごえ合同演奏

「大地讃頌」
作詞 / 大木 惇夫　　作曲 / 佐藤 眞

フィナーレ

「鹿島一声浮立」

ほとめき会　踊り

「岳の新太郎さん」

シングアウト

作詞 / 染川 浩美　Group31
「長崎本線いつまでも」

作曲 / 園田 鉄美

作詞 / 浅田 石二
「原爆を許すまじ」

作曲 / 木下 航二

作詞 / サトウ ハチロー
「長崎の鐘」

作曲 / 古関 裕而

森永基木　津軽三味線

「ソーラン節」「津軽」「ひのくに夢幻」

Program音楽会
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鹿島の街に賑わいを取り戻そうと組織された女性集団です。今
は男性の会員もいます。
中心商店街での「鹿島ほとめき祭り」の取り組みなど年 1 ～ 2 
回開催しています。「酒蔵祭り」「地域のお祭り」などいろんな
催しに呼ばれます。佐賀県民謡「岳の新太郎さん」「かしま音頭」
「かしま一声浮立」の踊りで多くのみなさんがほとめいていま
す。コロナ前は「博多港祭りどんたく」にも毎年参加してきま
した。昨年は「日本のうたごえ祭典」にも参加して会場を盛り
上げました。編み笠に黒紋付姿がみなさんをひきつけています。

ほとめき会

鹿島市は、面浮立や鉦浮立、一声浮立など民族芸能が盛んな地
域です。
約 250 年の歴史がある行成面浮立は豊作を感謝し、天下泰平、
悪霊退散を祈願。古くから受け継がれてきた行成面浮立は一時
中断。区内の青壮年達が伝承芸能を復活させようと、昭和 55 
年「行成面浮立保存会」を結成。
先輩方指導のもと、子供たちと共に稽古を重ね地元神社や各種
イベントに奉納。
鹿島の伝統芸能の宝として、次世代へつなげていきます。

行成面浮立

伊万里が会員は本部で伊万里、唐津、武雄、鹿島に 100 人近
くいます。会長は渕英詔先生で、色んな大会でほとんどが上位
に入ります。毎年全国大会が 10 月にあり、この大会でも優勝
した人が何人か出てます。その中で、子供達は 30 人近くいて、
ほとんどが上位に入賞し、少年少女の全国大会でも上位に入っ
てます。

民謡 平成会

鹿島市観光協会代表理事　元鹿島市
議会議員
肥前浜宿水とまちなみの会相談役　
鹿島混声合唱団団員

中村 雄一郎　独唱

国立音楽大学声楽科卒業、県内中学
校、高校に 6年間勤務、国立コンサー
ト、日伊交歓ガラコンサート等県内
各地でコンサートに出演、「女声コー
ラスさくら」指揮者、介護予防音楽
療育指導士として活動。

江下 葉子　指揮

国立音楽大学卒業。その後高校で講
師を 2年間務めピアノ教室を主催。
現在鹿島うたごえ合唱団と女声コー
ラスさくらに伴奏で参加させて頂き
日々音楽を楽しませて頂いてます。

野田 章子　ピアノ

　幼少の頃、日本の伝統芸能に興味
を持ち三味線と日本舞踊を習い始め
る。
　三味線を現代（いま）に伝えたい』
という想いから、和と洋の融合を
テーマに時代をトランスしたパ

フォーマンスを展開している。2013 年に往来の「和楽器」の
枠を大胆に取り払った意欲作「Deux VISAGES」をリリース。
同年に自身で作曲した曲を自ら振り付けして奏で舞うという業
界初の DVD ミュージッククリップを発表する。自身のライブ
では「歌・舞・奏」という独自のスタイルで日本の伝統芸能を
発信している。
　また東日本大震災復興支援チャリティー公演「結」を開催す
るなど、社会貢献活動にも力を入れている。鹿島市観光協会代
表理事　元鹿島市議会議員
肥前浜宿水とまちなみの会相談役　鹿島混声合唱団団員

森永 基木　三味線

佐賀のうたごえ合同合唱団

　佐賀のうたごえ合同合唱団は佐賀県西部（鹿島、嬉野を中心
に）東部（佐賀、神埼、鳥栖を中心に）に分かれて練習をし、
9月に鹿島で全体練習を行います。今回演奏するのは 2曲です。
　「ふるさとは今もかわらず」は、新沼謙治が作詞・作曲した
楽曲です。岩手県大船渡出身の彼が東日本大震 災や妻を亡く
すという経験を乗り越え、 ふるさとの明るい未来と復興を願う
思いを込めて作っています。
　音楽会、最後のステージを飾るのは「大地讃頌」カンタータ
『土の歌』の第７楽章です。第 3楽章「死の灰」では、原爆を
作り投下した人間の愚かさを嘆き、第 5楽章「天地の怒り」は
大地が持つ自然の力への警告。第 6楽章「地上の祈り」は美し
い大地を思い戦争という狂気をなくすための祈り。これに続く
のが、第 7楽章「大地讃頌」です。人間が犯した歴史の汚点と
再びその過ちを起こさないという思いを強くして歌います。
　被爆 80 年 　うたごえに平和の願いをこめて

音楽会 P r o f i l eP r o f i l e



林田 静子　　　田雑 信代　　　吉田 秀子　　　岡本 カホル　　谷口 美音子

中橋 恵子　　　野中 ヤスエ　　堀 昭子　　　　宮崎 則子　　　重富 順子

染川 浩美　　　石橋 るみ　　　田澤 育子　　　岡 絵里子　　　藤永 ちづる　　黒山 まり

江下 久子　　　堤 こずえ　　　松岡 富久子　　富永 すみ　　　中村 邦子

Performers音楽会

小池 順子

岡 チヨノ 

富永 すみ 

松尾 成子 

若芝 美三子

田中 勝子

染川 浩美

中村 邦子 

江下 久子 

松田 さえ子

八谷 玲子

松岡 富久子

倉崎 熙美子 

山口 千恵子

松尾 英樹

木須 盛男

前田 博

下村 信廣

松永 正美

神代 真也

相川 富美子 

愛野 喜久子

永池 まち子

徳永 昭子

松永 りつ子

小池 順子

岡 チヨノ

前田 澄子

富永 すみ

松尾 成子

若芝 美三子

田中 勝子

相川 富美子

愛野 喜久子

永池 まち子

末 美佐子

上杉 和子

原口 奈津子

古賀 千鶴子

松永 りつ子

的野 和子

原口 美恵子

横尾 たか子

島 幸子

田島 ひろみ

井上 鈴海

松岡 富久子

倉崎 熙美子

山口 千恵子

松田 さえ子

八谷 玲子

中島 久子

下村 洋子

永利 裕見子

三ツ家 龍子

小池 孝子

水町 典子

井上 彩泉

内田 由美

染川 浩美

中村 邦子

江下 久子

徳永 昭子

中村 雄一郎

松永 正美

神代 真也

松尾 英樹

木須 盛男

前田 博

石井 正実

下村 信廣



かしまし娘

染川 浩美　田中 勝子　中村 邦子　松岡 冨久子

嬉野キリスト教会

榎本 昭代　古賀 涼子　末藤 八千代

渡邊 裕江　三浦 伸子

市川 節子　筒井 康子　橋爪 淳子

三根 麻理子

うたごえサークルおたふく

夏秋 葉子　三ツ家 龍子　松田 さえ子

浦 友子

井上 冏子　興梠 多津子　高島 寿子

嬉野うたごえサークル

大塚 美喜　川原 貴美子　久本 淳子

阿部 愛子　角野 範子　黒山 まり

諸石 信義　山口 千恵子

女声コーラス パッソ・ア・パッソ

松田 さえ子　八谷 玲子

松永 りつ子　内川 妙

鹿島うたごえ合唱団

田中 勝子　若芝 美三子　相川 富美子

富永 すみ　岡 チヨノ　　愛野 喜久子

倉崎 熙美子

松岡 冨久子　染川 浩美　中村 邦子

諸石 信義　前田 博

吉牟田 敏子　池田 てい子　箕輪 敏子

大隈 暁子　　田中 勝子　　木原 道子

松岡 冨久子

中村 邦子　　江下 久子　　山北 弘子

岡 チヨノ　　石橋 美代子

峰松 はるえ　中島 敏子　中川 千枝美

女声コーラス さくら



Le’s enjoy a cup together !
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代 表

北 鹿 島 店　0954-68-0000
武雄支店 /武雄ナフコ店　0954-23-8130
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62-6313
62-6377
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〒849-1321
佐賀県鹿島市甲 1661-1
Tel 0954-63-2882

Fumiko Kakezono

https://ww.facebook.com/omiyagenoyanagiya/
https://www.instagram.com/fumiko_kakezono/

謡曲

✂
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唇に歌を 心に太陽を

応援しています !!

　昨年、佐賀アリーナで開催した「日本のうたごえ

祭典」では、大変お世話になりました。佐賀県では

6 団体が加盟し活動を行っています。今後ともよろ

しくお願いします。



長崎の鐘

私の愛する　長崎本線
朝の朝焼け　茜（あかね）の世界
有明海を横に見て　通勤通学おはようさん
線路よ続けいつまでも　長崎本線

私の愛する　長崎本線
昼の波間は　光のダンス
有明海を横に見て　地域の暮らしを結んでる
線路よ続けいつまでも　長崎本線

私の愛する　長崎本線
夜の満月　水鏡（みずかがみ）
有明海を横に見て　みんなの幸せ運んでる
線路を守れいつまでも　長崎本線
線路よ続けいつまでも　長崎本線

こよなく晴れた青空を
悲しと思う せつなさよ
うねりの波の人の世に
はかなく生きる 野の花よ
なぐさめ はげまし 長崎の
ああ 長崎の鐘が鳴る

召されて妻は天国へ
別れてひとり旅立ちぬ
かたみに残る ロザリオの
鎖に白き わが涙
なぐさめ はげまし 長崎の
ああ 長崎の鐘が鳴る

こころの罪をうちあけて
更けゆく夜の月すみぬ
貧しき家の柱にも
気高く白き マリア様
なぐさめ はげまし 長崎の
ああ 長崎の鐘が鳴る

長崎本線いつまでも

原爆を許すまじ

ふるさとの　街やかれ　
身よりの骨うめし　焼土（やけつち）に
今は　白い花咲く
ああ許すまじ　原爆を
三度許すまじ　原爆を
われらの街に

ふるさとの　海荒れて
黒き雨　喜びの日はなく
今は舟に　人もなし
ああ許すまじ　原爆を
三度許すまじ　原爆を
われらの海に

ふるさとの　空重く
黒き雲　今日も大地（だいち）覆（おお）い
今は空に　陽（ひ）もささず
ああ許すまじ　原爆を
三度許すまじ　原爆を
われらの空に

作詞 / 染川 浩美　Group31

作詞 / 浅田 石二 作詞 / サトウ ハチロー
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